



















(以下 『フランケンシュタイン』 と略す) (原題
Frankenstein; or, The Modern Prometheus, 1818)
で､ 作者はメアリ・ウルストンクラフト・シェリー
(Mary Wollstonecraft Shelley, 1797-1851) という
名前のイギリス人女性である｡ 彼女の両親は有名















初頭) に､ イギリス文学史上 ｢ゴシック小説｣ と
呼ばれるジャンルが発達した｡ ゴシックとは ｢ゴー











H・ウォルポール (Horace Walpole, 1717-97) の
『オトラント城』 (The Castle of Otranto, 1764) が
代表的である (ちなみに筆者が英文学科の大学生
として､ レポート用に初めて原書で読んだ作品は
この 『オトラント城』 であった)｡ ゴシック小説
の主題は ｢恐怖と怪奇｣ である｡ メアリ・W・シェ






























































｢それ｣ は逃げてしまった｡ ｢それ｣ は醜い外観を
持ち体力と知能が人並みはずれて強かった｡ もし
｢悪｣ の精神がやどっていたなら ｢それ｣ は犯罪
者になるはずであった｡ フランケンシュタインは
｢怪物｣ を造ったことを後悔し､ ｢それ｣ を自らの
手で始末しようとする｡ しかし ｢怪物｣ は悪い心
を持ったものではなかった｡ 善悪を知らない ｢無｣


















































(Johann Wolfgang von Goethe, 1749-1832) の 『ファ





































つまり ｢豊橋東ロータリー｣ も ｢愛知大学｣ も
中央大学校と姉妹関係を結び､ しかも共に同じ年
に､ ということであれば､ ｢豊橋東ロータリー｣























弟関係｣ になる ｢豊橋東ロータリー｣ のことを紹
介させていただいた｡
4
｢豊橋東ロータリー｣ と
｢愛知大学｣
法学部
常石 希望
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